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 Ⅰ．はじめに

スポーツ活動においては，捻挫等の比較的軽微な事故

だけではなく，頭頸部外傷，心停止等，生命の危機につ

ながる重大な事故が発生する可能性がある 1）．大学スポ

ーツにおける重大事故は毎年一定数発生しているが，こ

れに対応する十分な安全のガイドラインを整備していな

い大学・競技団体もあるのが現状である 1）．スポーツ活

動時において発生する事故や傷害に対し，指導者や救護

関係者が迅速，かつ適切に対応するためには，あらかじ

め発生しうる事故や傷害を予測し，発生時に対応するた

めの準備をすることが重要である．事故や外傷が発生す

る前にさまざまな状況を想定し，それらに対応するた

めの具体的な行動計画を緊急時対応計画（Emergency 

Action Plan：EAP）といい 2），一般社団法人大学スポ

ーツ協会（UNIVAS）の安全安心ガイドラインにおいて

も，大学スポーツにおける EAP の整備の重要性につい

て記されている 1）．

EAP は，施設情報，医療機関連絡先リスト，事故発

生時の 119 番通報の手順，119 番通報後の一次救命処置

の流れ，救急車誘導ルート・施設マップ，緊急対応の連

鎖（責任者の役割，連絡の順序等）によって構成される 3）

が，EAP 作成にあたっては，競技特性や競技のルール

を理解しておかなければならない 4）．すなわち，競技特

性に応じた EAP を作成する必要があり，独自の EAP

テンプレートを作成している競技団体も存在する 5）．そ

のため，運動部ごとに，独自の EAP が作成され，安全

管理に努められているものと推察する．

本研究では，関西福祉大学の指定強化クラブである 6

つの運動部を対象にアンケート調査を実施し，EAP の

作成状況を明らかにし，運動部活動における安全な環境

づくりのための基礎資料を得ることを目的とした．

Ⅱ．方法

　本調査は，2020 年 11 月に実施した．
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要約：関西福祉大学の運動部における緊急時対応計画の作成状況を明らかにし，運動部活動における安全
な環境づくりのための基礎資料を得ることを目的とした．関西福祉大学の指定強化クラブであるサッカー
部，硬式野球部，陸上部，剣道部，男子バレーボール部，女子バレーボール部の 6 つの運動部を対象とし，
配布法による自己記入式アンケート用紙を用いて調査した．調査項目は，回答者の基本属性，所属部にお
ける緊急時対応計画の作成状況および安全な環境づくりのために必要であると考えることについてとした．
6 つの運動部の全てから回答が得られた（回収率：100%）．6 運動部全てにおいて，緊急時対応計画，ある
いはそれに類するものは作成されておらず，半数は緊急時対応計画自体を知らないことが明らかになった．
一般社団法人大学スポーツ協会は，緊急時対応計画の概念を大学スポーツ内に広めることが，安全安心な
スポーツ環境を構築する第一歩であるとしているが，関西福祉大学では，十分に認知されていないことが
明らかになった．また，運動部活動の安全な環境づくりのために必要であると考えることについて，「緊急
時対応計画の作成」との回答が 50.0% であったのに対し，83.3% が「医師やトレーナーの配置」とし，多
くの指導者が，専門職の配備が運動部活動の安全な環境づくりに資すると考えていることが明らかになっ
た．
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関西福祉大学の指定強化クラブであるサッカー部，硬

式野球部，陸上部，剣道部，男子バレーボール部，女子

バレーボール部の 6 つの運動部を対象とし，代表者 1 名

から回答を得ることとした．調査は，配布法による自己

記入式アンケート用紙を用いて実施した．書面を用いて，

調査に関する説明を口頭で実施し，同意を得た上で調査

を実施した．

調査項目は，回答者の基本属性（性別，年齢，所属部，

役職，指導歴，所属部おける指導（部長）歴），所属部

における EAP の作成状況および安全な環境づくりのた

めに必要であると考えることについてとした．

結果は，回答者数（人）および全回答者数に対する回

答者数の割合（％）で示した．

Ⅲ．結　果

6 つの運動部の全てから回答が得られた（回収率：

100%）．

回答者の基本属性を表 1 に示した．回答者は，21 ～

39 歳の男性であり，「監督」が 66.7% であった．回答者

の指導歴（部長歴を含む）は，「5 年以上」が 66.7% と

最も多く，所属部における指導歴（部長歴を含む）は，「1

～ 3 年」が 50.0%，「5 年以上」が 33.3% であった．

所属部における EAP の作成状況および安全な環境づ

くりのために必要であると考えることについて表 2 に

示した．6 運動部全てが，EAP，あるいはそれに類する

ものは「ない」と回答し，50.0% は EAP を「知らない」

と回答した．EAP を「知っている」「聞いたことはある」

と回答した者全て（3 名）が，EAP は必要であると「思

う」と回答し，そのうち 66.7% は，今後，EAP を作成

する予定が「ある」と回答したが，同じく 66.7% は「ど

のように作成してよいかわからない」と回答した．運動

部活動の安全な環境づくりのために必要であると考える

ことについては，「医師やトレーナーの配置」と回答し

た者が 83.3% と最も多く，「EAP の作成」は 50.0%，「器

材の増設」と「研修会の実施」は 33.3% であった．

Ⅳ．考　察

関西福祉大学の指定強化クラブである 6 つの運動部を

対象にアンケート調査を実施し，運動部における EAP

の作成状況および安全な環境づくりのために必要である

と考えることについて明らかにした．その結果，6 運動

部全てにおいて，EAP，あるいはそれに類するものは

作成されておらず，半数は EAP 自体を知らないことが

明らかになった．また，運動部活動の安全な環境づくり

のために必要であると考えることについて，「EAP の作

成」との回答が 50.0% であったのに対し，「医師やトレ

ーナーの配置」との回答が 83.3% と多かった．

全米アスレティックトレーナー協会は，2002 年に発

表した基本方針にて，スポーツ活動を支える組織やイベ

ント開催者は，緊急時の計画を策定し，活用することを

推奨している 6）．それから十数年が経過し，本邦におい

ても，UNIVAS の安全安心ガイドライン 1）に大学スポ

ーツにおける EAP の整備の重要性について記述される

表1．回答者の基本属性

（人）（％）
役　職
　部長／副部長 1 16.7
　監　督 4 66.7
　コーチ（学生コーチ含む） 1 16.7
指導歴（部長歴）
　1 年未満 1 16.7
　1 ～ 3 年 1 16.7
　5 年以上 4 66.7
所属部における指導歴（部長歴）
　1 年未満 1 16.7
　1 ～ 3 年 3 50.0
　5 年以上 2 33.3

表2． 所属部におけるEAPの作成状況および安全な環境づくり
に必要であると考えること

（人）（％）
所属部における EAP の作成状況 
　ある 0 0.0
　ない 6 100.0
EAP を知っているか
　知っている 1 16.7
　聞いたことはある 2 33.3
　知らない 3 50.0
EAP を必要だと思うか（n=3）
　思う 3 100.0
　思わない 0 0.0
今後，EAP を作成する予定はあるか（n=3）
　ある 2 66.7
　分からない 1 33.3
EAP を作成していない理由は何か（n=3）
　考えたこともない 1 33.3
　どのように作成してよいかわからない 2 66.7
部活動の安全な環境づくりに必要であること（複数回答）
　医師やトレーナーの配置 5 83.3
　EAP の作成 3 50.0
　器材の増設 2 33.3
　BLS 等の研修会の実施 2 33.3
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等，EAP の普及，啓蒙が進められ，広まりつつあるも

のと考える．しかしながら，関西福祉大学における 6 運

動部全てにおいて，EAP, あるいはそれに類するものは

作成されておらず，半数は EAP 自体を知らなかった．

UNIVAS は，EAP の概念を大学スポーツ内に広めるこ

とが，安全安心なスポーツ環境を構築する第一歩であ

る 1）としているが，関西福祉大学では，十分に認知さ

れていないことが明らかになった．EAPを「知っている」

「聞いたことはある」と回答した者のうち 66.7% は，今

後，EAP を作成する予定が「ある」と回答したが，同

じく 66.7% は「どのように作成してよいかわからない」

と回答した．競技団体等から EAP のテンプレート 5）や

EAP 作成ガイドライン 7）が作成され，インターネット

上に公開されているが，十分な普及には至っておらず，

EAP の重要性の普及・啓蒙だけではなく，EAP の作成

方法についての普及・啓蒙方法についても検討が必要で

あるものと考える．

運動部活動の安全な環境づくりのために必要である

と考えることについて，「EAP の作成」と回答した者が

50% であったのに対し，83.3% が「医師やトレーナーの

配置」とし，多くの指導者が，専門職の配備が運動部活

動の安全な環境づくりに資すると考えていることが明ら

かになった．詳細は不明であり，推察に過ぎないが，こ

の結果は，回答者が，大学スポーツにおいても，指導者

と医療スタッフなど，分業化が望ましいと考えている，

あるいは現状，対応できていると考えている，のいずれ

かであるものと考える．EAP は，スポーツ活動に直接

関係しているスタッフ全員で作成し，実施することが望

ましい 8）とされ，新しいスタッフが加入した際も，す

ぐにその計画が実行できるように書面として記載されて

いなければならないとされる 8）．このことから，現状の

対応の可否ではなく，将来のことを踏まえた EAP の作

成，人材配置，研修会の実施，器材の増設をすることが

運動部活動の安全な環境づくりに資するものと考える．

Ⅴ．まとめ

関西福祉大学の指定強化クラブである 6 つの運動部を

対象にアンケート調査を実施し，運動部における EAP

の作成状況および安全な環境づくりのために必要である

と考えることについて明らかにした．その結果，6 運動

部全てにおいて，EAP，あるいはそれに類するものは

作成されておらず，半数は EAP 自体を知らないことが

明らかになった．また，運動部活動の安全な環境づくり

のために必要であると考えることについて，「EAP の作

成」との回答が 50.0% であったのに対し，「医師やトレ

ーナーの配置」との回答が 83.3% と多かった．
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